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（1）公園部分芝生地

芝生広場の高麗芝部分については，
一昨年の秋まで除草剤入り肥料（成分・
ジチオピル）を秋期に約 40 ｇ /㎡散
布していたが生産が中止になり，現在
は使用してない。この剤は粒状であり
肥料成分が混入されているため使い勝
手が良かったが，この剤しか使用して
いないと特定の雑草が残ってしまう傾
向があるが概ね良質の芝生広場として
管理できていた。その後除草剤を散布
するようになり，現在では雑草の発生
状況により ①プロピサミド，②ヨー
ドスルフロンナトリウム塩，③アシュ
ラムや④ベスロジン，⑤ハロスルフロ
ンメチル，などの薬剤をその都度選択
できるため，雑草が殆どなく，なお良
質な芝生地が形成され地域住民などの
公園利用者が多く集い，草の上での運
動や遊びを楽しんでいる姿を見ること
ができる。

対象雑草は，スズメノカタビラ，メ
ヒシバ，ヒメクグ，ハマスゲ，チドメ
グサ，オオバコ，ヨモギ，シマスズメ
ノヒエなどである。

（2）メインピッチ（寒地型芝草 3
系統 7 種類）　

建造物に囲まれている構造のためか
雑草は殆ど確認できない。しいていえ
ばスズメノカタビラ，メヒシバが年間
で数十本程度発生し，ディポット作業
を行うときに雑草の抜き取りを行って
いる。ピッチ周辺の人工芝境にタンポ
ポやキク科の雑草が発生することがあ

る。発生範囲は南北にある外部との通
路から通じる開口部付近であることか
ら，風や靴の底に付着してピッチ周辺
まで運ばれ定着したものと推測した。
また，数年前に目砂散布後に全面的に
オランダミミナグサが発生したことが
あった。

（3）第 2 グラウンド（寒地型芝草
2 系統 5 種類）

ピッチ外周は何の障害物もなく，日
照通風が非常に良い生育環境である，
雑草の発生は芝草の密度と大きく関係
するが，常に密度が高い芝草内でもス
ズメノカタビラ，メヒシバ，ヒメクグ
が確認できる。少しターフが薄くなっ
た部分や人工芝境にはキク科雑草が発
生する場合が多い。手取り除草を行っ
ているが，年々雑草の量は多くなって
きている状況である。ヒメクグ，チド
メグサはスポット処理でハロスルフロ
ンメチルやメコプロップ P カリウム
塩液剤を散布している。

（4）第 3 グラウンド（暖地型芝草
改良バーミューダ芝＋ WOS ペレ
ニアルライグラス）　

第 2 グラウンド同様日照通風条件
は良好である。雑草はスズメノカタビ
ラ，メヒシバ，ヒメクグが多く見られ
る。ヒメクグはスポット処理でハロス
ルフロンメチル剤を散布している。そ
のほかの雑草は，手取り除草を行って
いるが，年々雑草の量は多くなってき
ているのが実情である。ウィンター
オーバーシードを行っているので，除

草剤を散布するタイミングは難しい
が，防除にチャレンジするための研究
は常に続ける必要がある。

9. 最後に

日本では今後数年の内にラグビー
ワールドカップ，東京オリンピック，
東京パラリンピックの開催が決まっ
ている。2002 年のサッカーワールド
カップのときは，世界的な大会の経
験がなかったため主催者との間には，
ピッチやピッチ周辺の使用方法，また
芝草のメンテナンスやセッティングに
も大きな齟齬が生じていた。我々は
2002 年のサッカーワールドカップを
経験し，その後のワールドカップの公
式予選や J リーグの試合も頻繁に行わ
れ数をこなすうちにスポーツターフと
しての管理技術も飛躍的に向上してき
た。今まで観測や計測してきた多くの
データを有効に生かし芝草の管理に役
立てることが，今後迎える大きな大会
の成功のカギになると思う。

まとまりのない文章になってしまっ
たが，この小文が何かの役に立てば幸
いである。なお文中の年号は時代がわ
かるよう，あえて統一していない。ま
た，写真は Emirates Stadium  Paul 
Ashcroft （Head Groundsman）原図
のものを除き，すべて著者のものであ
る。
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はじめに

ここでは IAI スタジアムの歴史，床
構造，芝種の変遷，給排水設備につい
ても触れることにする。また，Ｊリー
グのホームスタジアムのグリーンキー
パー（天然芝ピッチ管理者）としての
大事なことはなにか，私の思うところ
を最後に書いた。本稿が皆様の参考に
なれば幸いである。

1. 日本平スタジアムの歴史

IAI スタジアム日本平（以降：日本
平スタジアム）の正式名は静岡市清水
日本平運動公園球技場である（写真
-1）。日本平スタジアムはサッカーの
町清水のシンボルとして，1991 年に
開場した。観客数 13,000 人，開場時
の芝生はヒメコウライ芝でフィールド
サイズは縦 139.2m，横 79.2m，総

面積約 10,200㎡（現在は縦 132m，
横 73m，総面積 9,632㎡）。1991 年
8月のインターハイ決勝は史上初の清
水勢同士の歴史的決勝となり，清水東
が 2-1 で東海第一高校（現：東海大翔
洋高校）に勝利した。1992年のＪリー
グ発足に伴い清水エスパルスのホーム
スタジアムとなりＪリーグの規定に
合うよう大改修が行われ，収容人員
20,199 人（全て椅子席），芝種は寒
地型三種混合，ピッチ周辺にゴムチッ
プウレタンの管理用通路を設け現在の
形になった。

2. ピッチの環境と維持管理

（1）芝種の変遷

1991 年の開場時の芝種はヒメコウ
ライ芝，芝床は地元産の良質土（砂壌
土）であった。1992 年清水エスパル
スのホームスタジアムとなり，1995

年にＪリーグの理念である 1年中緑
の芝生とするために寒地型三種混合に
変更した。静岡県御殿場市の圃場にビ
ニールのフィルムを敷いてその上に
3cmの洗い砂（スタジアムの床と同
じ洗い砂）を敷いて寒地型芝を播種し
た。播種した 1ヶ月後台風に見舞わ
れ半分近くが流されてしまい 11 月上
旬に再度播種したが，3月 29 日の鹿
島戦で使用できるピッチになるか不安
な日々が続いた。でき上がった寒地型
芝を幅 1m，長さ 5mでフィルムごと
切り出しロールにして 1月下旬に張
芝した。現在のビッグロール工法と言
えるかもしれない。
2002 年寒地型芝生が夏期にほぼ全
滅状態となってしまった（写真 -2）。
このままでは 2003 年 8月の静岡国体
のサッカー会場として使えないと判断
し，ティフトン 419 に変更すること
にした。2003 年 3 月に埼玉県内の砂
地で栽培したティフトン 419 を撒芝
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工法で施工。4月に静岡市と清水市が
合併し記念コンサートが日本平スタジ
アムで開催された。ティフトン 419
はまだ芽吹いていなかったが，養生
シート上に舞台が設置されオーケスト
ラが演奏。それでもティフトン 419
は順調に生育・生長し 7月中旬に使
用開始した。2004 年にＪリーグベス
トピッチ賞を初受賞し 2008 ～ 2015
まで 8回連続受賞している。

（2）床土構造の変遷（図 -1）

床土構造は 3回変更しているが厚
さは 20cmと変わっていない。1991
年～ 1994 年は良質土に土壌改良材を
混合した改良土。1995 年に芝種を寒
地型に変更した時に床土もサンドベー
スにした。砂は静岡県浜岡町産（現：
御前崎市）の洗い砂，表層 10cm は
土壌改良した。2003 年にティフトン
に変更した時は寒地型芝の芝張ででき
たブラックレーヤーがあったので下層
10cmを残して全て入れ替えた。
床厚 30cm を推奨する技術者が多
い中，日本平スタジアムは床厚 20cm
で13年間大きな問題は起きていない。
新しくスポーツターフを造成する時，
条件さえ整えば床厚 30cm は必須で
はないと私は思っている。条件とは芝
種と排水能力である。寒地型芝の場

合，床厚は厚い方が良いが，ティフト
ンでは高い排水能力が確保出来るなら
20cmで十分だと思う。

（3）排水設備と暗渠排水

暗渠排水は羽根型暗渠管を短手方向
に 5m間隔で敷設している。2003 年
の全面改修時に一度撤去し再び同じ羽
根型暗渠管バージョン2を敷設した。
NACK5スタジアム大宮はバージョン
3を使っている。スポーツターフを造
成する際の主要検討事項は芝種，排水
性，床構造（床砂），そして散水である。
最重要なのは排水性だと私は思ってい
る。排水設備が原因で低下した排水性
を維持管理技術で改善させることは容
易ではない。暗渠管は何年経っても能
力が衰えないも製品を選ぶことが重要
である。透水シートは目詰まりするの
で敷設していない。日本平スタジアム
の排水性は今も衰えていないし，ゲー
ム中に水が浮いたことはない。雨水等
の余剰水（重力水）は暗渠を通じて地
下の受水槽にたまる。途中に何箇所か
バイパスを設け受水槽を通さずに外部
にも排水している。受水槽に入った水
はオーバーフロー管から外部に排水さ
れる仕組みである。従って大雨予想の
時はゲーム前に地下受水槽を空にして
おくことで排水スピードを高めている。

サンドベースの床構造で透水性が良
く，暗渠排水能力が高くても水はけが
悪いスタジアムがある。ピッチ内の排
水は全く問題ないのに外部への出口が
小さいと余剰水がなかなか外部に排水
されない。日本平スタジアムの外部
への出口は 1箇所だが集水桝は内径
1,200mmと大きく排水管径はφ 600
と十分な大きさが確保されている。

（4） 散水設備（循環式システム）

1993 年の改修で芝床の余剰水は暗
渠管を通じて地下受水槽にたまり，散
水用水として利用される循環システム
（図 -2）になった。循環式とは言え受
水槽内の用水が減ると直ぐに補給水が
流入するから，撒かれた水が戻る前に
受水槽は満水になっていると思う。補
給水は非常に綺麗な湧水である。この
湧水を使って日本平スタジアムの近く
ではワサビが栽培されている。
散水は脱着式レインガン（メイン・
バックφ 80，サイドφ 65）4基で行っ
ている。散水の詳細は (5) 維持管理の
項で説明する。

（5）維持管理

1）作業員
常駐者は 2名である。全ての作業
を 2名で行う。芝生への影響を考え

図 -1　芝床構造は3回変わっている（1991～現在）
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種と排水能力である。寒地型芝の場

合，床厚は厚い方が良いが，ティフト
ンでは高い排水能力が確保出来るなら
20cmで十分だと思う。

（3）排水設備と暗渠排水

暗渠排水は羽根型暗渠管を短手方向
に 5m間隔で敷設している。2003 年
の全面改修時に一度撤去し再び同じ羽
根型暗渠管バージョン2を敷設した。
NACK5スタジアム大宮はバージョン
3を使っている。スポーツターフを造
成する際の主要検討事項は芝種，排水
性，床構造（床砂），そして散水である。
最重要なのは排水性だと私は思ってい
る。排水設備が原因で低下した排水性
を維持管理技術で改善させることは容
易ではない。暗渠管は何年経っても能
力が衰えないも製品を選ぶことが重要
である。透水シートは目詰まりするの
で敷設していない。日本平スタジアム
の排水性は今も衰えていないし，ゲー
ム中に水が浮いたことはない。雨水等
の余剰水（重力水）は暗渠を通じて地
下の受水槽にたまる。途中に何箇所か
バイパスを設け受水槽を通さずに外部
にも排水している。受水槽に入った水
はオーバーフロー管から外部に排水さ
れる仕組みである。従って大雨予想の
時はゲーム前に地下受水槽を空にして
おくことで排水スピードを高めている。

サンドベースの床構造で透水性が良
く，暗渠排水能力が高くても水はけが
悪いスタジアムがある。ピッチ内の排
水は全く問題ないのに外部への出口が
小さいと余剰水がなかなか外部に排水
されない。日本平スタジアムの外部
への出口は 1箇所だが集水桝は内径
1,200mmと大きく排水管径はφ 600
と十分な大きさが確保されている。

（4） 散水設備（循環式システム）

1993 年の改修で芝床の余剰水は暗
渠管を通じて地下受水槽にたまり，散
水用水として利用される循環システム
（図 -2）になった。循環式とは言え受
水槽内の用水が減ると直ぐに補給水が
流入するから，撒かれた水が戻る前に
受水槽は満水になっていると思う。補
給水は非常に綺麗な湧水である。この
湧水を使って日本平スタジアムの近く
ではワサビが栽培されている。
散水は脱着式レインガン（メイン・
バックφ 80，サイドφ 65）4基で行っ
ている。散水の詳細は (5) 維持管理の
項で説明する。

（5）維持管理

1）作業員
常駐者は 2名である。全ての作業
を 2名で行う。芝生への影響を考え

図 -1　芝床構造は3回変わっている（1991～現在）

 

良質土＋改良材＋肥料

火山砂利　 40～ 0

ヒメコウライ芝

良質土＋改良材＋肥料

　

良質土＋改良材＋肥料

　

2003～現在

寒地型三種混合 ティフトン419・ WOS

庵原産良質土 24m 3 /100m 2

黒曜石系パーライト 2000 L/100m 2土改材

客　土

土改材

客　土

土改材

客　土浜岡産洗い砂 25.6m 3 /100m 2

イソライトCG2 1000kg/100m 2

ピートモス特Ｂ級 2000L/10 0m 2

フミロン 30kg/100m 2

バーク堆肥 300kg/100m 2

苦土石灰 15kg/100m 2

天竜産 10m 3 /100m 2 （上部8cm 入れ替え）

肥　料 乾燥鶏糞 30kg/100m 2

熔性リン肥 15m 3 /100m 2

化成肥料 15m 3 /100m 2

火山砂利 40～0　t=10 0路盤工

肥　料

路盤工 路盤工

緩効性化成肥料 10kg/100m 2

単粒砕石７号 t=10 0 既 存

イソライトCG 500L/10m 2

硬質ヤシガラ活性炭　500L/1 0m 2

下水汚泥コンポスト　1 5kg/100m 2

肥　料

過リン酸石灰　4kg/100m 2

硫酸カリ　10kg/100m 2

苦土石灰　2.5kg/100m 2

緩効性化成肥料 5kg/100m 2

1991～1994 1995～2002

2
0
0

1
0
0

3
0
0 2
0
0

1
0
0

3
0
0 2
0
0

1
0
0

3
0
0

羽 根型暗渠 羽根型暗渠 羽根型暗渠

単粒砕石７号 単粒砕石７号

　　　　　　1991 〜 1994　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1995 〜 2002　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2003 〜現在

佐野：特集・IAI スタジアム日本平の芝生と管理　11

ピッチ内への立ち入りは最小限の人
数にしている。ゲーム時のライン引
き，サッカーゴール設置も 2名で行
う。養生シート敷設時とゲーム当日は
6名～ 10 名になる。ゲーム中には何
が起こるか分からないので多くの作業
員を待機させている。
2) 機械・器具
作業回数が多い機械・機器は常設に
している。更新機械のように作業回数
が少ない機械は他の施設と共有してい
る。
•常設機械・器具
	 三連乗用グリーンモア 2台	 	
	 （※１リールユニット・バーチ	
	 ユニット・ブラシユニット・	
	 スーパーユニット・転圧ロー	
	 ラーユニット）
	 薬剤散布車（500L）1台
	 目土散布機（転圧用）1台
	 サイクロン2台（施肥），ドロップ	
	 シーダー2台（WOS），ライン引	
	 き	機2台，ラインパイロット2台	
	 （ガイドロープ），サッカーゴール・	
	 ラグビーポール（特注加工）。
　	 ※ 1リールユニットは刈高	 	
	 5mm～ 25mmの範囲で刈れ	
	 るように改造している。
•共有機械
　	 スポーツトラクター4台（アタッ	
	 チメント牽引）

	 バーチドレーン（コアリング），	
	 プロコア（コアリング），トップ	
	 ドレッサー（薬剤散布）
	 エッジカッター 2台
3) 維持管理工程（平成 26 年度実績）
表 -1 は平成 26 年の月別の年間維
持管理作業回数である。この中から芝
刈工，施肥，エアレーション，バーチ
カルカット，目土，WOS，散水につ
いて説明する。
4) 芝刈工
芝刈りは 2台の三連乗用グリーン
モア（W=1500）で行っている。芝
刈りには 3タイプある。長手または
短手を 1日に 1回刈る芝刈工 S（シン
グル），1日に長手と短手を連続して
刈る芝刈工W（ダブル），芝刈りライ
ンを真っ直ぐにするためにガイドロー
プを張り，ロープに沿って刈る芝刈
工 RS（ローピングシングル）の 3タ
イプである。芝刈工 RSはＪリーグの
ゲーム時だけ行う。寒地型芝の時代は
長手と短手の両方にロープを張って芝
刈りしていた。
芝刈り回数は年 130 ～ 150 回であ
る。日本平スタジアムでは 3月に入
ると 12mmまで下げて 5月から 8月
は 10mm にしている。この間に 10
日程度使用がない時は 8mmまで下げ
ている。何故低くしているのか。早め
のトラジッションと高速ピッチを望

むチームからの要求が主な理由であ
る。早い時期からの低刈りは清水が温
暖だからできることだと思っている。
NACK5 スタジアム大宮で同じように
したところ凸凹の多いピッチになって
しまったことがある。
刈高は芝種，時期，スタジアム環境，
TQ（ターフクオリティー），PQ（プレー
イングクオリティー），ホームアドバン
テージ等を考慮し決めている。芝生にとっ
て最適な刈り高であってもホームチーム
にとっては最悪になることもある。
5) 施肥
肥料はアミノ酸を配合した有機質
系化成肥料グリーンマスターズ V12
（12-8-10）と粒状の総合微量要素を
使っている。ティフトンの状態により
夏前に糖類液肥を散布することもある
が毎年ではない。V12 は年 21 回，施
肥量は 1回当り平均 20g/㎡と少なめ
である。総合微量要素は年 1回，施
肥量は 1 回 100g/㎡である。何れも
粒状なので施肥はサイクロンで行って
いる。チッソ量に換算すると年 50g/
㎡である。液肥を単独で散布すること
はしていない。液肥は薬剤散布の際に
添加し与えている。添加しているのは
アミノレブリン酸とカルシウム中心の
液肥である。今まで液肥のことは全く
考えてこなかったが，これからは液肥
について情報収集し勉強して使用計画
を検討していきたいと思っている（写
真 -3）。
6) エアレーション（コアリング）・バー
チカルカット
日本平スタジアムのエアレーション
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は全てコアリングである。タインは内
径18mm，長さ250mmのオーダー品
である。トラクターに取り付けたバー
チドレーンまたはプロコアで行ってい
る。抜けてきた長くて太いコアを三連
乗用グリーンモア（バーチユニット）
で粉砕し砂とコアカスに分けている
（写真 -4）。コアカスはスイーパーで吸
い取り，砂はブラシユニットですり込

んでいる。以前はコアをそのまま全て
回収し処分していたが，今はコアカス
だけ回収し処分している。コア孔は空
けたままにしている。ゲーム中プレー
に支障が出ることはなく排水性も長く
確保できますから埋めていない。時間
が経過すると孔は土圧で閉じてくる。
6月のバーチカルカットはライグラ
スの密度を減らすために単独で行って

いる。その他はコアリングとセットで
行っている。
7) 目土
平成 26 年は年 4回行った。6月は
発根促進目的，8月は使用頻度が多く
傷ついた芝生の回復と凸凹調整，9月
と 10 月はWOS した種子の覆土であ
る。コアリング時にコアを粉砕し発生
した砂をすり込んで目土としている。
砂は 5年前まで仙台砂を使っていた
が震災で入手できなくなり現在は以前
使っていた天竜川河口の粒径 2mmア
ンダーの洗い砂を使っている。1回の
使用量は 14㎥（大型車 2台）である。
厚さは平均 1.5mmである。
機械は牽引式トップドレッサーまた
は多目的車に積載したトップドレッ
サーのどちらかで行っている。散布後
は三連乗用グリーンモア（ブラシユ

項 目 年間回数 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 備考

芝刈工Ｓ 104 13 8 13 10 11 8 4 10 6 2 5 14

芝刈工Ｗ 2 1 1

芝刈工ＲＳ 25 3 3 3 4 4 1 3 1 1 2

芝刈工ＲＷ 2 2

　刈高 12 10 8 8→10 10→12 12→14 20→23 23 20→15 15 15→12 12

サッチング 1 1

ブラッシング 10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

転圧工 10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

肥料散布Ａ（V12） 21 3 2 3 2 1 1 2 2 1 1 2 1 平均20g/m2 

肥料散布Ｂ（Ａ１） 0

肥料散布Ｃ（含鉄資材） 1 1

肥料散布Ｄ（Green・Ｍ） 1 1

サッチ分解材散布 1 1

土壌改良Ａ 1 1

殺菌・殺虫剤・液肥 8 1 1 1 1 1 1 1 1

殺虫剤散布 3 1 1 1

目土Ａ 4 1 1 1 1

エアれーションＣ 7 1 1 1 1 1 1 1

バーチカルカットＢ（モア 8 1 1 1 1 1 1 1 1

エッジカット 2 1 1

オーバーシード工 1 20g/m2 16g/m2 2回に分けてWOS

トラジッション（除草剤） 0

ディポット補修J 25 2 5 3 1 3 3 3 1 1 1 2

ディポット補修Ａ 0

ディポット補修Ｂ 25 2 2 2 3 3 3 2 2 2 1 1 2

芝補植（ポット） 1 1

散水Ａ（固定レインガン） 104 2 5 14 15 9 14 8 10 7 8 7 5

シート養生 5 1 2 2

ゴール設置撤去（差込式） 25 3 3 3 4 4 1 3 1 1 2 サブポール

ライン引きＡ 52 4 7 5 4 6 6 5 3 3 2 3 4

平成26年度　日本平運動公園球技場芝生維持管理表 -1　平成 26年度　維持管理作業実績
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ユニットですり込んでいます。以前はコアを

そのまま全て改修し処分していましたが，今

はコアカスだけ回収し処分しています。コア

孔は空けたままにしています。ゲーム中プレーに支障が出ることはなく排水性も長く確保

できますから埋めていません。時間が経過すると孔は土圧で閉じてきます。 

6 月のバーチカルカットはライグラスの密度を減らすために単独で行っています。その
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生の回復と凸凹調整，9月と 10 月は WOS した種子の覆土です。コアリング時にコアを粉砕

し発生した砂をすり込んで目土としています。砂は 5年前まで仙台砂を使っていたのです

が震災で入手できなくなり現在は以前使っていた天竜川河口の粒径 2mm アンダーの洗い砂

を使っています。１回の使用量は 14m3（大型車 2台）です。厚さは平均 1.5mm です。 

機械は牽引式トップドレッサーまたは多目的車に積載したトップドレッサーのどちら

かで行っています。散布後は三連乗用グリーンモア（ブラシユニット）ですり込んでから
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は全てコアリングである。タインは内
径18mm，長さ250mmのオーダー品
である。トラクターに取り付けたバー
チドレーンまたはプロコアで行ってい
る。抜けてきた長くて太いコアを三連
乗用グリーンモア（バーチユニット）
で粉砕し砂とコアカスに分けている
（写真 -4）。コアカスはスイーパーで吸
い取り，砂はブラシユニットですり込

んでいる。以前はコアをそのまま全て
回収し処分していたが，今はコアカス
だけ回収し処分している。コア孔は空
けたままにしている。ゲーム中プレー
に支障が出ることはなく排水性も長く
確保できますから埋めていない。時間
が経過すると孔は土圧で閉じてくる。
6月のバーチカルカットはライグラ
スの密度を減らすために単独で行って

いる。その他はコアリングとセットで
行っている。
7) 目土
平成 26 年は年 4回行った。6月は
発根促進目的，8月は使用頻度が多く
傷ついた芝生の回復と凸凹調整，9月
と 10 月はWOS した種子の覆土であ
る。コアリング時にコアを粉砕し発生
した砂をすり込んで目土としている。
砂は 5年前まで仙台砂を使っていた
が震災で入手できなくなり現在は以前
使っていた天竜川河口の粒径 2mmア
ンダーの洗い砂を使っている。1回の
使用量は 14㎥（大型車 2台）である。
厚さは平均 1.5mmである。
機械は牽引式トップドレッサーまた
は多目的車に積載したトップドレッ
サーのどちらかで行っている。散布後
は三連乗用グリーンモア（ブラシユ

項 目 年間回数 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 備考

芝刈工Ｓ 104 13 8 13 10 11 8 4 10 6 2 5 14

芝刈工Ｗ 2 1 1

芝刈工ＲＳ 25 3 3 3 4 4 1 3 1 1 2

芝刈工ＲＷ 2 2

　刈高 12 10 8 8→10 10→12 12→14 20→23 23 20→15 15 15→12 12

サッチング 1 1

ブラッシング 10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

転圧工 10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

肥料散布Ａ（V12） 21 3 2 3 2 1 1 2 2 1 1 2 1 平均20g/m2 

肥料散布Ｂ（Ａ１） 0

肥料散布Ｃ（含鉄資材） 1 1

肥料散布Ｄ（Green・Ｍ） 1 1

サッチ分解材散布 1 1

土壌改良Ａ 1 1

殺菌・殺虫剤・液肥 8 1 1 1 1 1 1 1 1

殺虫剤散布 3 1 1 1

目土Ａ 4 1 1 1 1

エアれーションＣ 7 1 1 1 1 1 1 1

バーチカルカットＢ（モア 8 1 1 1 1 1 1 1 1

エッジカット 2 1 1

オーバーシード工 1 20g/m2 16g/m2 2回に分けてWOS

トラジッション（除草剤） 0

ディポット補修J 25 2 5 3 1 3 3 3 1 1 1 2

ディポット補修Ａ 0

ディポット補修Ｂ 25 2 2 2 3 3 3 2 2 2 1 1 2

芝補植（ポット） 1 1

散水Ａ（固定レインガン） 104 2 5 14 15 9 14 8 10 7 8 7 5

シート養生 5 1 2 2

ゴール設置撤去（差込式） 25 3 3 3 4 4 1 3 1 1 2 サブポール

ライン引きＡ 52 4 7 5 4 6 6 5 3 3 2 3 4

平成26年度　日本平運動公園球技場芝生維持管理表 -1　平成 26年度　維持管理作業実績
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とはしていません。液肥は薬剤散布の際に添加し与えています。添加しているのはアミノ

レブリン酸とカルシウム中心の液肥です。今まで液肥のことは全く考えてきませんでした
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ニット）ですり込んでから散水して終
了となる。全て 2名で行っている。
8) WOS（ウィンターオーバーシード）
種子はペレニアルライグラスであ
る。2003 年～ 2005 年はプレリュー
ドⅢ，2005 年～ 2009 年はペレニア
ルライグラス混合タイプの Ph・D，
2010 年～現在はフラッシュⅡであ
る。数年前インターミディエイトライ
グラスのサツキワセを 30％程度混合
したことがあるが直ぐに止めた。強度
が弱く擦り切れの進行が早くなってし
まったからである。播種は 2回に分
けて行っている。1回目は 9月 20 日
前後の日からＪリーグの日程を見て
決めている。播種してから発芽まで 5
日程であるから発芽直後にゲームが
来ないようにしている。平成 26 年は
ゲームが 9月 23 日に組まれていたの
で 4日前の 19 日に 20g/㎡播種した。
発芽が確認できたのはゲーム翌日の
24 日である。2回目は 1回目から 19
日後の 10 月 8 日に 16g/㎡播種した。
播種量は 2回合計で 36g/㎡であった。
ペナルティーエリアの幅で長手方向の
部分は傷みが激しいので多めの 40g/
㎡，その外側は 30g/㎡と播種量に差
を付けている。以前は平均 45g/㎡と

今より多かったが，徐々に減らしてこ
の数量になった。
9) 散水
周辺 4箇所の大型散水栓にレイン
ガン（写真 -5）を設置して散水して
いる。芝生の生育状態，作業及びピッ
チ使用，天候等を考慮し 4箇所同時
ではなく 2箇所ずつまたは 3箇所と
1箇所に分けて散水している。用水は
湧水をろ過してピッチの下に埋め込ま
れている60t の受水槽にためて使用し
ている。ろ過した水とはいえ日陰とな
るメインスタンド側のウレタン舗装に
は苔が発生する。平成 26 年の散水実
績は年 104 回，1回の散水量は 60 ～
80t（6 ～ 8mm）。WOS 時には 1 日
2回散水する日がある。
大型レインガンの降水率は手前と先
端が高く中間が低いので均一散水がで
きない。中間地点の降水率を確保し
ようとすると手前と先端部は過散水
となってしまう。大型レインガンに
よる散水では短時間に大量の水が撒
かれる。寒地型の時代は過散水とな
らないよう，手散水を併用して均一散
水となるようにしていた。NACK5 ス
タジアム大宮はインフィールドシステ
ムだから，散水量は日本平スタジアム

の60％で済んでいた。2010年のワー
ドカップ南アフリカ大会以降キックオ
フ前に散水するスタジアムが多く見ら
れる。日本平スタジアムでもキックオ
フ前とハーフタイムに散水している。
ピッチスピードを早めるが，日本平ス
タジアムでは必要ないと思っている。
チームからの要求であるため認めてい
るが，キックオフ前の散水はアウェイ
チームに有利になることもある。散水
は地元消防団が手散水で行っている。

2. Ｊリーグのスタジアム
と芝生

（1）スタジアムの規格

Ｊリーグは 10 クラブから始まり現
在は J1，J2，J3 合わせて 53 クラブ
ある。Ｊリーグのピッチ基準は①サイ
ズ（105m×68m），②天然芝（平坦で
あること，常緑であること，水はけが
良いこと），③予備エリア（原則とし
てピッチ外側にそれぞれ 5m以上，陸
上兼用の場合は 1.5m以上）の 3項目
だけである。芝種や TQ・PQについ
ては触れていない。この条件はＪリー
グ発足当時から変わっていないと思う
が確信はない。
Ｊリーグ発足当時スタジアム所有者

（主に自治体）の多くは気候を考慮せ
ず芝生を常緑にするために寒地型芝を
採用した。数年経過し，暖地型芝適地
では寒地型芝のTQが著しく低下した
ためティフトンへ移行するスタジアム
が急増した。温量指数区分図にＪリー

写真 -5　レインガン作動状況
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グスタジアムの芝種をプロットしたの
が図 -3 である。気候に適合した芝種
が使われていることが分かると思うが
例外もある。関東に寒地型芝のスタジ
アムが 3つある。温量指数では暖地
型の方が適合性しているが寒地型芝と
なっている。

（2） TQ と PQ

1992 年Ｊリーグがスタートした
時，プロが使用するスタジアムのピッ
チを 1年間通して管理経験があるグ
リーンキーパーはいなかった。日本平
スタジアムは温暖な清水市（現静岡市
清水区）でありながら寒地型三種混合
を採用，私は寒地型芝の維持管理経験
のあるスタッフと議論を重ね維持管理
してきた。試行錯誤を繰り返し芝生に
悪影響を及ぼすことは何人の要求も全
て排除していた。たとえ市長からの
要求であっても簡単には受けなかっ
た。2日連続の使用は絶対させなかっ
たし，プロは 1 日 1 試合，アマチュ
アは 2試合までと決めていた。ホー
ムチームの監督からの要求もことごと

くはねつけていた。10 年が経過した
時，外国人監督から「チームの要求に
応えない日本平スタジアムはホームス
タジアムとは言えない。いっそ芝生を
なくして欲しい，何故なら芝生のこと
を考えなくて済むから。」と痛烈に批
判され新聞にもコメントされた。その
通りだと思い方針を転換，ティフトン
に変わったこともありチームからの要
求には応えるようにした。ホームアド
バンテージを出すにはどうしたらよい

のか常に考えるようになり，ゲーム前
に PQを測定し（写真 -6），データを
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型の方が適合性しているが寒地型芝と
なっている。
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あると思っている。Ｊリーグでは全て
のゲームがオンエアーされるから TQ
が低下すると様々な人からクレームが
届く。チームが満足しているとはいえ
グリーンキーパーとしては気になる。
また，Ｊリーグのピッチ評価は TQが
中心だからそのことも考えなければな
らない。ホームスタジアムにはもう一
つ大切なことがある。言葉にすること
は難しいが，久しぶりに自宅に戻った
時に感じるホッとする感覚，この感覚
が得られるスタジアムこそホームスタ
ジアムではないだろうか。

3. 課題

6 年前，先祖返りした部分が 1箇所
出現した。面積は 2㎡程度だったので
シーズンオフにゴール裏の芝生を切り
取り張り替えた。翌年から先祖返りだ
けでなく矮化したティフトンが至る所
に出現した。矮化したティフトンは増

え続け面積も 5㎡程度と大きな箇所も
ある。ピッチは斑となりカモフラ模様
である。矮化した部分はペレニアルラ
イグラスの発芽と生育が非常に悪い。
TQ・PQ上も問題で対策が必要だが，
この部分は張り替えるしかないのかも
しれない。また，昨年スズメノカタビ
ラが点ではなく面となって異常発生し
た。長手方向に筋状に出ている箇所も
ある。これはエアレーションで発生す
る，コアをすり込む作業で拡散したと
思われる。今のところ PQに大きな影
響は出ていないが，今後問題になると
思われる。今年はこの二つの課題に取
り組むことになる。ゴール裏はウォー
ミングアップエリアとなっていて張り
替えに使えるのは 200㎡程度である。
これまで一度も使ったことがなかった
除草剤を使用しようかと検討してい
る。

おわりに

日本平スタジアムの維持管理の特徴
は低刈りによる早めトラジッション
と PQ中心の管理である。スタジアム
にはチームとクラブ，競技団体（サッ
カー・ラグビー・陸上他），イベント
会社，自治体，指定管理社等から多種
多様な要求・要望が来る。グリーン
キーパーは TQ・PQを確保しながら
これらの要求・要望に応えなければな
らない。グリーンキーパーは単に芝生
の維持管理作業をする人ではなくスタ
ジアムの価値を高める責任を課せられ
ている，非常に責任が重い立場である。
Ｊリーグのピッチは何処も素晴らしく
なった。グリーンキーパーは廻りの言
葉に惑わされず自分を信じ実行してい
くことが一番大事なことだと思ってい
る。


